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平
成
13
年
3
月
に
安
芸
灘
を
震
源

と
し
て
発
生
し
た
芸
予
地
震
で
は
、

市
内
で
も
最
大
震
度
５
強
を
記
録
し

ま
し
た
。
死
者
こ
そ
な
か
っ
た
も
の

の
、
重
傷
８
人
、
中
軽
傷
27
人
、
家

屋
の
半
壊
１
３
９
件
、
一
部
破
損
２

２
３
３
件
と
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
三
原
市
地
域
防
災
計
画
を

策
定
し
、
将
来
、
市
で
発
生
が
予
測

さ
れ
る
地
震
の
最
大
震
度
、
人
や
建

物
な
ど
に
与
え
る
被
害
の
大
き
さ
な

ど
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
四
国
沖
の
太
平

洋
を
震
源
と
す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震（
海
溝
型
地
震
）が
Ｍ
９・
０
で

発
生
し
た
場
合
、
市
の
最
大
震
度
は

６
強
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
被

害
想
定
は
死
者
１
０
４
４
人
、
負
傷

者
２
５
５
８
人
、
５
２
４
９
件
の
全

壊
も
含
め
、
２
万
１
千
件
の
家
屋
が

損
壊
す
る
甚
大
な
も
の
で
す
。

　
内
陸
型
地
震
で
も
安
芸
灘
か
ら
伊

予
灘
〜
豊
後
水
道
を
震
源
と
す
る
地

震
が
Ｍ
７・４
で
起
こ
っ
た
場
合
、最

大
震
度
は
６
強
、
市
直
下
型
地
震
が

Ｍ
６・９
で
起
こ
っ
た
場
合
、最
大
震

度
は
６
強
と
、
い
ず
れ
の
場
合
も
最

大
で
震
度
６
強
の
揺
れ
が
襲
う
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
怖
い
の
が
、
熊
本
県
南

阿
蘇
村
と
同
じ
よ
う
に
、
市
内
で
も

地
震
が
引
き
金
と
な
っ
て
大
規
模
な

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
で
す
。

　
広
島
県
は
全
国
で
も
特
に
土
砂
災

害
の
危
険
が
高
い
地
域
で
、
県
内
の

土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
都
道
府
県
の

中
で
最
も
多
い
約
３
万
２
千
カ
所
も

あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
広
い
地
域
に
も
ろ
く
崩
れ

や
す
い「
ま
さ
土
」が
分
布
し
、
こ
の

軟
弱
な
地
質
が
た
び
た
び
土
砂
災
害

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
て
い
ま

　
地
震
は
世
界
中
の
ど
こ
で
も
起
こ

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
震
が

多
発
す
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域

が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
と
て
も
地
震
の
多
い
国
で

す
。
国
土
面
積
は
全
世
界
の
わ
ず
か

約
０・２
５
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、発

生
す
る
Ｍ
６
以
上
の
地
震
の
約
２
割

は
日
本
と
そ
の
周
辺
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
日
本
は
世
界
的
に
見
て
も
地

震
多
発
地
域
で
、
全
国
の
ど
の
場
所

で
も
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
三
原
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

全
国
の
ど
こ
で
で
も

巨
大
地
震
の
可
能
性

三
原
市
で
想
定
さ
れ
る

最
大
震
度
６
強
、
死
者

は
１
千
人
以
上

軟
弱
な
地
盤
で

土
砂
災
害
の
恐
れ
も

る
最
大
震
度
６
強

ま
ず
各
自
で
備
え
を

る
最
大
震
度
６
強

ま
ず
各
自
で
備
え
を

ま
ず
各
自
で
備
え
を

三
原
市
で
想
定
さ
れ

熊
本
地
震
を
教
訓
に

▲ 平成13年の芸予地震で被害を受けた三原市内。道路のひび割れ、斜面の崩落も起きました。
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す
。
一
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
広
島

市
の
大
規
模
な
土
砂
災
害
も
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
内
で
は
本
郷
町
か
ら
久
井
町
、

大
和
町
に
か
け
て
全
域
の
概
ね
４
分

の
３
に
ま
さ
土
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
１
７

５
５
カ
所（
土
石
流
危
険
渓
流：５
１

２
カ
所
、急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所：

１
２
４
３
カ
所
）、土
砂
災
害
警
戒
区

域
は
４
６
９
カ
所（
う
ち
特
別
警
戒

区
域：４
４
７
カ
所
）と
、
警
戒
が
必

要
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
も
し
震
度
６
強
の
強
烈
な
揺
れ
が

三
原
市
を
襲
っ
た
ら
、
そ
れ
が
雨
で

地
盤
が
ゆ
る
ん
だ
と
き
だ
っ
た
ら
。

大
き
な
被
害
に
つ
な
が
る
土
砂
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
は
十
分
に
あ
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、
建
物

の
倒
壊
と
土
砂
災
害
に
よ
り
多
く
の

人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
た

く
さ
ん
の
人
が
住
ま
い
を
失
い
、
い

ま
も
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
の
被
害
を
完
璧
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
備
え
る

こ
と
で
軽
減
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
を
補
助
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
人
は
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
９
ペ
ー
ジ
で

案
内
）

　
ま
た
、
家
屋
を
耐
震
化
し
て
も
家

具
の
固
定
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
下

敷
き
に
な
っ
た
り
ぶ
つ
か
っ
た
り
し

て
大
き
な
け
が
を
し
ま
す
。
家
具
の

固
定
は
比
較
的
簡
単
に
行
え
ま
す
。

家
具
が
固
定
で
き
な
い
場
合
で
も
、

寝
室
や
玄
関
ま
で
の
経
路
に
は
高
い

家
具
を
置
か
な
い
な
ど
の
対
処
も
有

効
で
す
。

　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

気
持
ち
で
、
ま
ず
は
で
き
る
事
か
ら

備
え
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

立って歩くことができない. 
飛ばされることもある．
固定していない家具のほ
とんどが移動し、倒れる
ものが多くなる．

耐震性の低い木造建物は、
傾くものや、倒れるもの
が多くなる．
大きな地割れが生じたり、
大規模な地すべりや山の崩
壊が発生することがある．

巨大地震が発生した場合に想定される三原市の最も大きな被害

熊
本
地
震
を
教
訓
に

命
を
守
る
備
え
を

震度６強の地震で想定される被害 南海トラフ巨大地震（M9.0）が発生した場合に
想定される三原市の震度分布（最大値）

震度６強
震度６弱
震度５強

想定される巨大地震 マグニチュード（地震の規模） 最大震度 人的被害の想定 建物被害の想定

南海トラフ巨大地震 Ｍ9.0 ６強 死者　1044人
負傷者2558人

全壊  5249件
半壊15799件

安芸灘から伊予灘～豊後
水道を震源とする地震 Ｍ7.4 ６強 死者　1041人

負傷者1487人
全壊  2152件
半壊  7312件

市直下を震源とする地震 Ｍ6.9 ６強 死者　  299人
負傷者2803人

全壊  5048件
半壊10632件

※既に明らかとなっている断層などを震源とする地震、どこでも起こりうる直下の地震を選定し、東日本大震災を踏
まえ、最新の科学的知見に基づいて広島県が想定した結果です。

特集  巨大地震から命を守る　～平成28年熊本地震から私たちが学ぶこと～
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地
震
で
建
物
が
倒
壊
し
な
く
て

も
、
家
具
や
家
電
製
品
の
転
倒
や
落

下
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
な
ど
で
大
き
な

け
が
を
し
た
り
、
屋
外
へ
の
逃
げ
道

が
ふ
さ
が
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
建
物
の
耐
震
化
と
合
わ
せ
、
家
具

な
ど
は
し
っ
か
り
固
定
し
、
室
内
の

安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

家
具
や
家
電
製
品
が
倒
れ
な
い
よ

う
に
す
る
に
は

・ 

本
棚
や
タ
ン
ス
は
重
い
物
を
下
の

方
に
収
納
し
、
重
心
を
低
く
す
る

・ 

金
具
な
ど
で
壁
や
天
井
に
固
定

し
、
滑
り
止
め
シ
ー
ト
で
転
倒
を

防
ぐ

● 

ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
す

る
に
は

　
救
援
物
資
が
届
か
な
い
場
合
で

も
、
最
低
３
日
間
は
避
難
生
活
が
送

れ
る
こ
と
を
目
安
に
、
必
要
な
物
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
は
、
い
つ

で
も
持
ち
出
せ
る
場
所
に
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
例

　
飲
料
水・食
料
品（
カ
ッ
プ
麺
、
缶

詰
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
）・貴
重
品（
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

現
金
、
健
康
保
険
証
な
ど
）・救
急
用

品・
衛
生（
生
理
）用
品・
ヘ
ル
メ
ッ

ト・防
災
頭
巾・マ
ス
ク・軍
手・懐
中

電
灯・
衣
類・
下
着・
毛
布・
タ
オ
ル・

携
帯
ラ
ジ
オ・予
備
電
池・使
い
捨
て

カ
イ
ロ・ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ・洗

面
用
具 

な
ど

・ 

食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
扉
や
窓
ガ
ラ
ス

が
割
れ
て
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、

ガ
ラ
ス
に
専
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
貼

る
● 

棚
の
収
納
物
な
ど
が
落
下
し
な
い

よ
う
に
す
る
に
は

・ 

扉
の
開
放
を
防
止
す
る
専
用
器
具

を
取
り
付
け
る

※
食
料
品
は
無
理
に
非
常
食
を
購
入

し
な
く
て
も
、
消
費
期
限
の
長
い
食

品
を
食
べ
な
が
ら
入
れ
替
え
る
と
負

担
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
は
ミ
ル
ク
や

紙
お
む
つ
、
哺
乳
び
ん
な
ど
も
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
慌
て
る
こ
と
な
く
、
ど

う
避
難
す
る
か
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
を
利
用
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
す
る
時
に
、
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
電
柱
な
ど
が
道
を
ふ
さ
ぎ
、

普
段
使
っ
て
い
る
道
が
使
え
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
自
宅
周

辺
の
道
路
な
ど
を
確
認
し
、
家
族
で

・ 

タ
ン
ス
の
上
な
ど
、
高
い
場
所
に

重
い
物
や
危
険
な
物
を
置
か
な
い

● 

家
具
な
ど
が
倒
れ
た
場
合
に
備
え

て
・ 

タ
ン
ス
や
テ
レ
ビ
な
ど
、
重
い
家

具
や
家
電
製
品
は
寝
室
や
避
難
経

路
の
付
近
に
は
置
か
な
い

ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
土
砂

災
害（
特
別
）警
戒
区
域
図
を
作
成

し
、
配
付
し
て
い
ま
す
。
自
宅
に
な

い
場
合
は
危
機
管
理
課（
市
役
所
本

庁
４
階
）に
用
意
し
て
い
ま
す
。

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
を

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

具
体
的
な
避
難
行
動
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

テレビ

タンス

食器棚

特集  巨大地震から命を守る　～平成28年熊本地  震から私たちが学ぶこと～
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①
耐
震
診
断
②
耐
震
改
修

内 

容　
①
耐
震
診
断
を
負
担
金
１
万

円
で
実
施
②
耐
震
改
修
工
事
費
の

一
部
を
最
大
60
万
円
ま
で
補
助

対 

象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

※
２
階
建
て
以
下
の
戸
建
て
住
宅
な

ど
補
助
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
建
築
指
導
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

募
集
棟
数　
①
10
棟
②
３
棟

　大地震に備え、私たちはどんな準備をすればよい
のでしょうか。熊本地震の被災地を訪れた広島県自
主防災アドバイザーで防災士の竹原 茂さんに聞き
ました。
――被災地の状況はどうでしたか。
　「最も大きな被害を受けた熊本県益城町を訪問し
ました。ひどい所では家屋のほとんどが倒壊し、崩
れたブロック塀やよう壁の石積みが道路をふさいで
いる場所もありました。辺り一面ががれきの山にな
ってしまったような印象さえ受けました」
――避難所を視察した印象は。
　「主に学校が避難所となっていましたが、校長先
生の主導で先生や学生が動いている姿が目立ちまし
た。住民の中でリーダーシップをとる人がなく、避
難所の運営には苦労しているようすでした。被災し
ているのでしかたない面もありますが、住民の待ち
の姿勢が目立ちました」
――全体を通してどんな感想を持ちましたか。
　「熊本の人の中には『台風は来るけれど、大地震は
起きない』という意識があったように感じます。で
すから、自治体も住民も十分な備えができていなか
ったようです。いつ起きるか分からないのが地震で
す。起きるのを前提に、各家庭でできる備えを行
い、地域で自主防災組織を結成してリーダーの育成
や訓練を行なっていれば、被害も避難生活の負担も
もう少し小さかったのではと悔やまれます」
――三原市も大きな地震が想定されます。各家庭で
はどう備えればよいですか。
　「他人に頼らず、最低でも３日間は自分たちだけ
で生き延びることができるよう、食料品や生活用品
を準備しておくべきです。防災ハザードマップを見
ながら家族で行動を確認するなど、あらかじめ話し
合っておきましょう。指定避難場所でなくても、家
の近くの頑丈な建物へ避難するなど、状況に応じて
安全を確保することも大切です。普段の備えが、と
っさのときの臨機応変な対応につながります」

　
自
主
防
災
組
織
は
、住
民
が
協

力
し
て
自
主
的
に
地
域
で
防
災
活

動
を
行
う
組
織
で
す
。

結
成
時
の
助
成

　
新
規
結
成
時
に
、活
動
に
必
要

な
資
機
材
の
整
備・
購
入
な
ど
を

加
入
世
帯
数
に
応
じ
て
補
助
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断・改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
支
援
し
ま
す

問
危
機
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
６
５

問
建
築
指
導
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
２
２

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
先
着
順
。

申 

込
期
限　
11
月
30
日（
水
）ま
で

結
成
後
の
支
援

　
活
動
の
活
性
化
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た
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災
訓

練
や
防
災
士
な
ど
の
資
格
取
得
、
地

域
防
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マ
ッ
プ
の
作
成
、
防
災
施
設

の
整
備
な
ど
を
支
援
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

３
日
間
は
自
分
た
ち
で

生
き
延
び
ら
れ
る
備
え
を

防
災
士
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け
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茂し
げ
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ん

問問い合わせ先

各
種
補
助
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

▲防災体験会も定期的に開催しています

特集  巨大地震から命を守る　～平成28年熊本地  震から私たちが学ぶこと～


